学習指導案の例
算数科学習指導案（例）
令和○○年○月○日○曜日　　

第○校時　○時○分～○時○分

○年○組　○名　　　　　　　

指導者　○○　　○○○　　　

１　単元名
２　単元設定の理由（指導の立場）
　　次の３点について書いていく。それぞれ○○観とは書かず、３段落に分けて書くことが多い。
[image: image1.bmp]
教材の価値や付けたい力、発展系列における位置付けなどを書く
　　　　　例：これまでに～本教材は～さらに～

本題材を学習する上での児童の予想される関心・興味、予想される出方、できることとできないこと、児童に対する期待感、学習に対する児童の構え、実態などを具体的に書く。
また、事前のレディネステストやアンケートなどのデータをもとに書くこともある。
　　　　　 
　　　　上記の２つの観点を踏まえ、どのように指導していくか、個に徹する指導を目指したり、
意欲を持って主体的に取り組むために指導上特に留意したり、配慮したりすること、教師
の出番や間合いの取り方などを具体的に書く。
　　※　上記（１）～（３）の３つがバラバラにならないように書くことが必要。
　　※　児童観を先に書き、それを踏まえて教材観、指導観と記載する場合もある。
　　※　校内研究等の内容によって、強調して書く部分等がでてくる場合がある。
３　単元の目標
　　　児童に身に付けさせたい力を３つの資質・能力ごとに記述する。
（1） 知識及び技能の目標
（2） 思考力、判断力、表現力等の目標
（3） 学び向かう力、人間性等の目標　　　
４　単元の評価規準　　
	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に取り組む態度

	

	
	


５　指導と評価の計画（○○時間扱い）＜単元指導の展開構想を明確に示す＞

	時

（本時）


	学習活動

	評価規準と評価方法

	
	
	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に
取り組む態度

	第１次


	
	
	○　～を考え、具体物や図などを用いて表現している。

[観察、ノート分析]

	○～を考え、具体物や図などを用いて表現しようとしている。

[観察、ノート分析]

	第２次(本時)
	
	
	◎　～について考えている。

[観察・ノート分析]
	

	第３次


	
	○～の計算が確実にできる。

[ノート分析]

	
	

	第４次


	
	
	○～について考えている。
[観察、ノート分析]

	◎～について考えようとしている。
[観察、ノート分析]


	第５次


	
	◎　～を解くことができる。

[ペーパーテスト]

	
	


　※　評価規準は、１時間当たり、多くても２つ程度である。

　　　　◎は、総括の資料とするため、全ての児童の学習状況を評価して記録に残す。
　　　　○は、主に「努力を要する」児童を確認し、その後の指導に生かすための評価の機会とする。
　※　目標に到達しているかどうかを確認する評価問題・評価手段を準備する。付けたい学力の性質によって評価方法・手段は変わる。
　※　学校によっては、下記のように指導計画のみ記載している場合がある。

　（参考：指導計画（○○時間扱い））
　　例：　第１次　○○　　　　　・・・○時間
　　　　　第２次　○○　　　　　・・・○時間（本時○／○）
　　　　　　　　　○○　　　　　・・・○時間

６　本時案
（１）題目　　１時間の学習のまとまりを端的に示す（名詞止め、問いかけ、表現活動等）
（２）本時のねらい
　Ａ：学習内容（～を、～について）、
Ｂ：学習活動（○○を通して、○○でまとめて、○○と比べて）、
Ｃ：育成を目指す資質・能力（△△できるようにする。）

　　　　　　　　※Ａ、Ｂ、Ｃの３つの要素を入れる。

（３）展開（○分）
	学習活動

	時

	指導内容及び指導上の留意点

	評価規準
（評価方法）

	　ねらいを達成するために行う活動を、活動のまとまりで書く。
※児童の立場で書
く。
　＊話し合う
　＊出し合う
　＊考える
　＊作る
　＊調べる　等
※活動は番号をつ
ける。
　（順序制がある）
※あいさつをするなどはいれない。

	分単位で記述

	○や・であらわす。
○は中心的な働きかけや手立て(指導内容）
・は出方の予想や補助的な働きかけ。
※次のような事柄について書く。
[例]
＊学習のきっかけ作り
＊問いかけ（課題提示）
＊各自のやり方・試行・作業などのさせ方
＊どこまで進んだら発表させるか
＊出してきた答えや根拠の整理・まとめ方
＊ずれ・矛盾・疑問点を明らかにしていく方法
＊個の力にあった多様な方法を想定しておき、実際に即して指導していく方法
＊より良い考えを選び出したり、作り上げたりしていくときの手立て
＊発展・応用していく方法
＊次の時間へのつなぎ方　　　・・・など
※　教師の一方的な指導と思われる記述ではなく、児童・生徒の主体的な姿が表れた記述にするとよい。
	※指導計画等に位置付け、本時に該当する評価規準を、該当箇所に記述する。
※評価方法も（）で明記する。
※評価に関連した留意事項等があれば記述も可。

	
	
	
	
	　本時の「ねらい」と評価規準を連動させて設定する。
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	※評価は、１～２が適当である。




＊　生徒指導を中心に据えての教科指導であれば、生徒指導の３機能を考えた活動が盛り込まれた事柄が書かれているようにする。また、「指導上の留意点」とするよりも「支援の方法」「指導・援助の留意点」などとし、上記のことに配慮した内容になるようにする。
＊　活動の場の在り方を中心に研究していれば「どのような活動を」「どのような目的で」「どのように仕組むか」などが書かれている必要がある。
＊　評価の研究であれば、「どこで」「何のために」「どのような評価をして」「それをどのように生かすか」などを書く必要がある。
＊　評価の欄については、「生徒指導上の配慮点」「評価とその生かし方」「活動の場での配慮点」などの設定も考えられる。

（１）教材観





（２）児童観





（３）指導観





「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料〔令和２年３月〕


〔国立教育政策研究所〕第２編「評価規準に盛り込むべき事項等」を参考にする。





児童の立場で


表記する。





（～を考える。


　～を解く。


～を理解する。


　　　　など）





本時の「課題」と「まとめ」は　　　で囲む





学校独自の学習過程や研究内容にあった指導案づくりをすることが大切。


※ただし、どの学校に行っても対応できるように、汎用性のある指導案を作成できるようにしておくことが重要である。








